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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

　株式会社エージェント・インシュアランス・グループ（以下、当社）は、「お客様の利益創出に最善を尽くす～Doing our best on your behalf～」という

企業理念の実践を通じて、持続的かつ中長期的な企業価値の増大を実現するため、透明性・公平性を保ちつつ、迅速な意思決定を行うとともに、
お客様、取引先、従業員、地域社会、株主等すべてのステークホルダーとの対話により信頼に応え社会的責任を果たしていくことを基本方針とし
ております。継続的な企業価値の向上にはコーポレート・ガバナンスが有効に機能することが不可欠であると考えており、コーポレート・ガバナンス
の強化及び充実に努めております。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

【原則４－２．取締役会の役割・責務(2)】

経営陣からの健全な企業家精神に基づく提案を歓迎しつつ、説明責任の確保に向けて、独立した客観的な立場において多角的かつ十分な検討
を行うとともに、承認した提案が実行される際には、経営陣の迅速・果断な意思決定を支援しています。また、当社は、経営陣の報酬が健全なイン
センティブとして機能し、取締役会の公正性・客観性・透明性の強化がなされるよう、「指名・報酬委員会」を設置しており、経営陣の報酬について
慎重に検討をしておりますが、現時点において経営陣の報酬が業績に連動するような報酬設定は行っておりません。今後も経営陣の報酬の在り
方については、継続的に検討を行い、決定事項については適切に開示を行います。

【補充原則４－２②】

当社では、現時点においてはサステナビリティをめぐる課題への対応は、リスクの減少のみならず収益機会にもつながる重要な経営課題であると
取締役会及び経営陣が認識しており、お客様が「あんしん」して生活し続けられる社会の実現のために、持続可能な社会づくりに貢献することを目
指し、取り組んでおります。具体的な取り組みについては当社ホームページに掲載しておりますが、引き続き基本方針の策定・開示等を進めてま
いります。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

【原則１－４．政策保有株式】

当社は現時点では政策保有株式を保有しておりませんが、今後政策保有株式を保有する場合、その株式の売却等の意向が示された場合には、
売却等を妨げることはいたしません。なお、今後上場株式を保有する場合には、政策保有に関する方針を開示するとともに、取締役会にて政策保
有株式の保有目的やリスク等が資本コストに見合っているか等を精査し、検証内容について開示する方針です。政策保有株式の議決権行使につ
いて、具体的な基準を策定・開示し、基準に沿った対応を行う方針です。

【原則１－７．関連当事者間の取引】

当社は、関連当事者間の取引については、取締役会規則の定めに基づき、取締役会での決議によってのみ実行されます。加えて、関連当事者取
引管理規程に則り、関連当事者取引に該当する場合は、取締役会において決議しております。なお、利益相反取引に該当する場合には、当該特
別利害関係取締役を除外した上で取締役会において決議しております。実施した関連当事者取引については、その重要性を「関連当事者開示に
する会計基準適用指針」に基づき判断したうえで、その概要を経営企画本部の開示担当者及び財務総務部・経理部が連携して、有価証券報告書
等において開示いたします。

【補充原則２－４①．中核人材の登用等における多様性の確保】

社内における女性の活躍促進を含む多様性の確保を推進しています。具体的には、2023年12月31日現在、女性は、取締役7名中1名（14.3%）、従
業員144名中104名（72.2%）です。また、チーフ以上の役職者は、58名中34名（58.6%）と半数以上が女性であり、女性活躍推進に今後とも取り組ん
でまいります。また、当社は、性別だけでなく、年齢・国籍・信条・社会的身分等によらない採用活動を行い、優秀な人材は積極的に登用する方針
です。また、現在は、社内での人材育成及び社内環境整備を推進している段階であり、今後も継続的に人材育成や職場環境の整備を進め、測定
可能な目標の設定並びに開示を検討してまいります。

（注）従業員数は就業人員（当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者を含む。委任型・
雇用型の執行役員を含む。）であり、臨時雇用者数（嘱託社員、パートタイマー社員、パートナー社員）は従業員数に含まれておりません。

【原則２－６．企業年金のアセットオーナーとしての機能発揮】

当社においては、企業年金は制度を設けておりませんので、積立金の運用はありません。今後、企業年金制度の導入を検討する際には、適切な
資質を持った人材の計画的な登用・配置などの人事面や運営面における取組を行うとともに、取組内容を開示する方針です。

【原則３－１．情報開示の充実】



（ⅰ）企業理念、経営戦略等

　当社は、「お客様の利益創出に最善を尽くす～Doing our best on your behalf～」を企業理念に掲げ、個人及び法人のお客様に向けて損害保険・

生命保険の販売を行っており、保険契約の取次からアフターフォロー（保全業務）にいたるまで一貫したサービスを提供しております。また、当社
は、中期的な戦略として、「保険業界における販売インフラの変革」を実現するため、特に損害保険代理店の事業承継を推進し、全国の保険代理
店の受け皿として、代理店支援プラットフォームを構築しております。

（ⅱ）コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針につきましては、本報告書「Ⅰ.１.基本的な考え方」をご参照ください。

（ⅲ）役員報酬等の決定に関する方針

取締役の報酬等は、本報告書「Ⅱ.１.【取締役報酬関係】報酬額又はその算定方法の決定方針の開示内容」をご参照ください。

（ⅳ）取締役会が経営陣幹部並びに取締役候補の指名・選解任を行うに当たっての方針と手続き

〈取締役の選解任の基本方針〉

当社の意思決定並びに経営の監督をより適切かつ高いレベルで行うため、事業経営に関しての豊富な経験・実績・専門性のバランス等を考慮し
取締役を選解任いたします。社外取締役につきましては、経営に関する豊富な経験・高度な専門性・幅広い知見を持つ者を選任いたします。

〈取締役の選解任の手続き〉

（1） 取締役（監査等委員である取締役を除く）の選解任に当たっては、業績も踏まえ、指名・報酬委員会への諮問を経た上で、取締役会にて決議

し、株主総会に付議いたします。

（2） 監査等委員である取締役の選解任に当たっては、監査等委員会の同意並びに指名・報酬委員会への諮問を経た上で、取締役会にて決議

し、株主総会に付議いたします。

（3） 監査等委員である取締役には、財務・会計に適切な知見を有する者を１名以上選任いたします。

（ⅴ）取締役会が上記（ⅳ）を踏まえて経営陣幹部の選解任と取締役候補の指名を行う際の個々の選解任・指名についての説明

取締役の各候補者の選任並びに解任理由につきましては、株主総会招集通知書に記載しております。

【補充原則３－１③．サステナビリティについての取組み】

当社は、持続的成長を目指す経営戦略において、保険業界における保険代理店の統廃合の活性化から、保険代理店事業者の方々が運営してい
る代理店事業について事業承継という形式で当社に合流していただく「事業承継プラットフォーム事業」を重要な戦略として推進しております。保険
代理店の方が当社に合流していただくことで、顧客により良いサービスを提供するとともに従業員の雇用を確保・促進し、保険業界全体の活性化
に取り組んでまいります。

また、環境問題への取組の一環として、ペットボトルキャップ回収(2023年に30,451個回収、ポリオワクチン38本分)、資源リサイクル活動、エコドライ
ブ活動展開等を行っています。

【補充原則４－１①．取締役会の役割・責務】

取締役会は、法令並びに定款に定めるもののほか、取締役会規則において取締役会にて決議・報告する事項を定めております。また、経営陣の
遂行する職務につきましては、職務権限規程並びに職務権限一覧にて、委任・執行範囲を明確に定めております。

【原則４－８．独立社外取締役の有効な活用】

会社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に寄与するような資質を十分に備えた独立社外取締役を現在５名選任しており、取締役会の
過半数を独立社外取締役で構成しております。独立社外取締役のみを構成員とする会合を開催する等、独立した客観的な立場に基づく情報交
換・認識共有を図っております。また、取締役会等においても、独立した客観的な立場に基づく情報交換・認識共有を図り、取締役会等における議
論に積極的に貢献しております。

【原則４－９．独立社外取締役の独立性判断基準及び資質】

（１）コーポレート・ガバナンスの公正性・透明性を高め、当社の持続的成長と中長期的な企業価値の向上を実現するため、金融商品取引所が定
める独立性基準を満たす独立社外取締役を選任しております。

（２）独立社外取締役は、経営に関する積極的な助言・執行の監督・利益相反の監督を行うとともに、ステークホルダーの意見を取締役会に適切に
反映させております。

（３）2023年２月14日開催の取締役会において、当社が独自に設けている役員の選解任に関する方針に、最初に社外役員に就任してからの在任
期間が６年を超える場合は、再任の妥当性を慎重に検討したうえで、再任について判断することを追加しており、社外取締役の独立性の実質的担
保について積極的に取り組んでおります。

【補充原則４－10①．任意の仕組みの活用】

会社法が定める会社の機関設計のうち、会社の特性に応じて最も適切な形態を採用するにあたり、必要に応じて任意の仕組みを活用することに
より、統治機能の更なる充実を図るべく、当社は監査等委員会を設置しております。加えて、当社の取締役会は、独立社外取締役が過半数を占め
ております。さらに当社は取締役会の公正性・独立性・客観性強化の観点から、独立社外取締役が過半数を占め、独立社外取締役が委員長であ
る指名・報酬委員会を設置し、役員の指名・報酬等の特に重要な事項に関する検討に当たり、適切な助言を得ております。

【補充原則４－11①．取締役会の多様性に関する考え方等】

知識・経験・能力を全体としてバランス良く備え、ジェンダーや国際性の面を含む多様性と適正規模を両立させる形で構成する方針です。監査等
委員には、適切な経験・能力及び必要な財務・会計・法務に関する知識を有する者を選任し、財務・会計に関する十分な知見を有する者を１名以
上選任いたします。当社は指名・報酬委員会において、経営陣の知識や経験・能力を一覧化したスキル・マトリックスを参考に、経営陣の選解任及
び報酬に関する審議をしており、取締役会の多様性に配意しております。スキル・マトリックスについては、本報告書末尾の添付資料をご覧くださ
い。

【補充原則４－11②．取締役の兼任状況】



当社は、定時株主総会招集通知や有価証券報告書において、取締役の重要な兼職を開示しており、

取締役は、その役割・責務を適切に果たすために必要となる時間・労力を費やします。

【補充原則４－11③．取締役会の実効性評価】

取締役会の実効性評価について、全ての取締役にアンケートを実施し、分析・評価を行っております。

【補充原則４－14②．取締役・監査等委員のトレーニング】

新任者をはじめとする取締役・監査等委員は役割・責務に係る理解を深めるとともに、必要な知識の習得や適切な更新等の研鑽に努めます。ま
た、個々の取締役・監査等委員に適合したトレーニングの機会の提供・斡旋を行う方針です。取締役・監査等委員に対するトレーニングの方針に
ついて策定はしておりませんが、トレーニングの機会を積極的に提供しております。

【原則５－１．株主との建設的な対話に関する方針】

株主からの対話の申込みに対して、合理的な範囲で前向きに対応します。また、取締役会は、株主との建設的な対話を促進するための体制整
備・取組に関する方針を検討・承認し、開示します。株主との実際の対話については、代表取締役社長の一戸　敏及び情報取扱責任者である専
務上級執行役員の髙橋　真喜子が対応することを基本方針とし、対話の手段・機会の充実に努めます。対話の補助としてはIR担当部署の経営企
画部と連携し、個別面談以外の対話の手段も検討いたします。また、対話において把握した株主の意見や懸念は適切に取締役会や経営陣に
フィードバックを行い対応いたします。対話に際しては、インサイダー情報管理に関する教育を受けた者が行い、インサイダー情報の伝達はいたし
ません。

２．資本構成

外国人株式保有比率 10%未満

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

住友生命保険相互会社 881,500 37.95

株式会社ザ・ファーストドア 415,600 17.89

東京海上日動火災保険株式会社 196,000 8.44

宮脇　邦人 87,000 3.75

川野　潤子 66,650 2.87

伊藤　真吾 50,000 2.15

一戸　敏 44,400 1.91

髙橋　真喜子 35,500 1.53

東京海上日動あんしん生命保険株式会社 35,000 1.51

ＭＳＩＰ　ＣＬＩＥＮＴ　ＳＥＣＵＲＩＴＩＥＳ 26,000 1.12

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明

―――

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 名古屋 メイン

決算期 12 月

業種 保険業

直前事業年度末における（連結）従業員
数

100人以上500人未満



直前事業年度における（連結）売上高 100億円未満

直前事業年度末における連結子会社数 10社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

―――

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

―――

Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査等委員会設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 11 名

定款上の取締役の任期 1 年

取締役会の議長 会長（社長を兼任している場合を除く）

取締役の人数 7 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 5 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

5 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

栗原　喜子 弁護士

渡邊　徳人 税理士

長島　芳明 他の会社の出身者

橘内　進 公認会計士

二木　洋美 弁護士

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他



会社との関係(2)

氏名
監査等
委員

独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

栗原　喜子 　 ○ ―――

弁護士として専門的な知識及び実務経験等を
有しており、それらを活かして独立した客観的
な立場から経営の監督機能を果たしていただ
けるものと判断し、社外取締役に選任しており
ます。

また、同氏及び同氏の兼任先と当社の間に特
別の利害関係等はなく、一般株主との利益相
反を生じるおそれがない者と認められ、独立性
を有するものと判断し、同氏を独立役員として
指定しております。

渡邊　徳人 　 ○ ―――

税理士等としての税務、財務及び会計に関す
る高い見識・専門性と豊富な経験、及び上場会
社の代表取締役としてガバナンス体制を自ら
牽引して構築されてきた経験があり、当社のよ
り一層のガバナンス強化を図るうえで相応しい
ものと判断し、社外取締役に選任しておりま
す。

また、同氏及び同氏の兼任先と当社の間に特
別の利害関係等はなく、一般株主との利益相
反を生じるおそれがない者と認められ、独立性
を有するものと判断し、同氏を独立役員として
指定しております。

長島　芳明 ○ ○ ―――

日本経済新聞社において、長年にわたり記者、
編集者として数多くの企業の取材・調査を行っ
ており、企業のマネジメント、コンプライアンス、
財務、会計、人事に関する豊富な知識と経験を
有することから、それらを活かして業務執行か
ら独立した客観的な立場から社外取締役 常勤

監査等委員としての職務を適切に遂行すること
が出来るものと判断し、社外取締役 常勤監査

等委員に選任しております。

また、同氏と当社の間に特別の利害関係等は
なく、同氏は一般株主と利益相反が生じるおそ
れがない者と認められ、独立性を有するものと
判断し、同氏を当社の独立役員として指定して
おります。

橘内　進 ○ ○ ―――

橘内進氏は、公認会計士として専門的な知識
及び実務経験等を有しており、上場会社の社
外監査役として上場会社の経営陣を牽制、監
督されてきた経験があり、当社のより一層のガ
バナンス強化を図るうえで相応しいしいものと
判断し、社外取締役 監査等委員に選任してお

ります。

また、同氏及び同氏の兼任先と当社の間に特
別の利害関係等はなく、一般株主との利益相
反を生じるおそれがない者と認められ、独立性
を有するものと判断し、同氏を独立役員として
指定しております。

二木　洋美 ○ ○ ―――

二木洋美氏は、法律の専門家として、企業法
務等の専門性の高い分野の案件を多く扱って
きたご経験と、渉外案件を多数対応している弁
護士としてのグローバルな知見を有しており、
法的な観点から経営全般の監督機能及び利益
相反の監督機能の強化を図るうえで相応しい
ものと判断し、社外取締役 監査等委員に選任

しております。

また、同氏及び同氏の兼任先と当社の間に特
別の利害関係等はなく、一般株主との利益相
反を生じるおそれがない者と認められ、独立性
を有するものと判断し、同氏を独立役員として
指定しております。

【監査等委員会】



委員構成及び議長の属性

全委員（名） 常勤委員（名）
社内取締役
（名）

社外取締役
（名）

委員長（議長）

監査等委員会 3 1 0 3 社外取締役

監査等委員会の職務を補助すべき取締
役及び使用人の有無

あり

当該取締役及び使用人の業務執行取締役からの独立性に関する事項

　現在、主に常勤監査等委員が監査等委員会関連資料の準備や日程調整などを執り行っておりますが、財務総務部のマネージャー及び社員が
常勤監査等委員の指示に基づき、監査等委員会関連資料の準備や日程調整などの監査等委員会業務の補助を兼務しております。監査等委員
会から監査業務に必要な指示を受けた使用人は、その指示に関する限りにおいては業務執行取締役からの指揮命令を受けないものとしていま
す。

監査等委員会、会計監査人、内部監査部門の連携状況

　当社では、良質な企業統治体制の確立に向けて、いわゆる三様監査（監査等委員、内部監査部、会計監査人）それぞれの監査の実効性を高
め、かつ全体としての監査の質的向上を図るため、それぞれが独立した関係でありつつ、相互に連携を図っております。

監査等委員と会計監査人は、四半期に1回会合を持ち、会計監査の結果や業務監査の結果情報を交換し、双方向からの積極的な連携により、監
査の品質向上と効率化に努めております。

　監査等委員と内部監査部は、毎月監査等委員監査結果と内部監査結果について情報交換及び意見交換を実施するとともに、相互補完体制とし
て、年度活動方針の事前調整、月次報告会、合同監査など、効果的な監査の実施に努めております。

　また、監査等委員・内部監査部・会計監査人の三者が、それぞれの監査計画、監査結果や内部統制の評価に関する監査計画と結果について、
定期的にミーティングを実施しております。

【任意の委員会】

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

あり

任意の委員会の設置状況、委員構成、委員長（議長）の属性

委員会の名称 全委員（名）
常勤委員
（名）

社内取締役
（名）

社外取締役
（名）

社外有識者
（名）

その他（名）
委員長（議
長）

指名委員会に相当
する任意の委員会

指名・報酬委員会 4 0 1 3 0 0
社外取
締役

報酬委員会に相当
する任意の委員会

指名・報酬委員会 4 0 1 3 0 0
社外取
締役

補足説明

　当社は、2022年２月14日開催の取締役会において、任意の諮問機関として指名・報酬委員会を設置することを決議いたしました。取締役の指
名・選解任及び報酬等に係る取締役会の機能の公正性・客観性と説明責任を強化することを目的とし、取締役会の任意の諮問機関として構成メ
ンバーの過半数を社外取締役が占め、社外取締役が委員長である指名・報酬委員会を設置しております。

【独立役員関係】



独立役員の人数 5 名

その他独立役員に関する事項

当社は、独立役員の資格を充たす社外役員（栗原　喜子・渡邊　徳人・長島　芳明・橘内　進・二木　洋美）の５名を全て独立役員に指定しておりま
す。

【インセンティブ関係】

取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

ストックオプション制度の導入

該当項目に関する補足説明

当社の業績及び企業価値向上に対する意欲や士気を高め、より一層株主の皆様の利益を重視した業務展開を図ることを目的として導入したもの
です。

ストックオプションの付与対象者 社内取締役、社外取締役、従業員、子会社の取締役

該当項目に関する補足説明

当社の業績及び企業価値向上に対する意欲や士気を高め、より一層株主の皆様の利益を重視した業務展開を図ることを目的として導入したもの
です。

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

該当項目に関する補足説明

　報酬等の総額が1億円以上である者が存在しないため、個別の開示は行っておりません。

報酬の額又はその算定方法の決定方針
の有無

あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

　当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬等の限度額は、2022年３月29日開催の定時株主総会において年額300百万円以内（う
ち、社外取締役分は年額50百万円以内）と決議しており、2024年３月27日開催の定時株主総会において、当社の業績及び企業価値向上に対する
意欲や士気を高め、より一層株主の皆様の利益を重視した業務展開を図ることを目的として、従来の金銭報酬の額の枠内にて、取締役（監査等
委員である取締役を除く。）に対するストック・オプションとしての新株予約権に関する報酬等の額を年額150百万円以内（うち、社外取締役分につ
いては25百万円以内）とすることを決議しております。株主総会で承認された報酬総額の範囲内において各取締役へ配分するものとし、その配分
は2024年２月28日開催の取締役会にて改定を行った「取締役会の構成、取締役・執行役員の選解任及び報酬等に関する方針」に基づき、指名・
報酬委員会の答申内容を反映し、十分な審議を経て取締役会決議によって決定するものとし、当社の業績等も踏まえ、各人の役職、職責、貢献
度等に応じて決定することとしております。

　また、監査等委員である取締役の報酬等の限度額は、2022年３月29日開催の定時株主総会において年額50百万円以内と決議しております。株
主総会で承認された報酬総額の範囲内において、職務の内容等を勘案し、各監査等委員へ配分するものとし、その配分は監査等委員会で決定
することとしております。



【社外取締役のサポート体制】

　社外（独立）役員のサポートは財務総務部が行っております。取締役会等の重要会議の資料の事前配布にあたっては充分に検討する時間が確
保できるように可能な限り早期の送付に努めており、また、必要に応じて事前説明を行っております。財務総務部からの連絡体制や問い合わせ窓
口など円滑なコミュニケーションにより社外（独立）役員への適時に情報提供、情報共有を図っております。

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

（取締役、取締役会）

取締役会は、業務執行の最高意思決定機関であり、法令、定款及び当社諸規程に則り、経営に関する重要事項や業務執行の決定及び取締役の
業務執行の監督を行っております。経営方針等に関する意思決定を合理的かつ迅速に行うことを目的として、原則として毎月１回開催し、必要に
応じて臨時取締役会を開催し、経営に関する重要事項の審議・決定を行っております。取締役会では、法令で定められた事項、迅速な意思決定
が必要となる事項が生じた場合には、書面又は電磁的記録により経営の意思決定を行うことができる旨も定款に定めております。なお、取締役会
は、取締役会長の唐津　敏徳を議長とし、代表取締役社長の一戸　敏、監査等委員でない社外取締役の栗原　喜子、監査等委員でない社外取締
役の渡邊　徳人、常勤監査等委員である社外取締役の長島　芳明、監査等委員である社外取締役の橘内　進、監査等委員である社外取締役の
二木　洋美の７名で構成されております。取締役会長は、代表取締役社長のパフォーマンスを社内から監督する役割も果たしております。

（監査等委員、監査等委員会）

監査等委員会は、常勤監査等委員の長島　芳明、社外監査等委員の橘内　進、社外監査等委員の二木　洋美の３名で構成されており、監査方
針・計画の作成、監査の方法、監査業務の分担、監査費用の予算、及びその他監査等委員がその職務を遂行する上で必要と認めた事項につい
て協議の上、決定しております。監査等委員会は、原則として毎月１回開催し、必要に応じて臨時監査等委員会を開催しております。各監査等委
員は、取締役会に出席し意見を述べるとともに、常勤監査等委員は、イノベーション会議、保険ＧＭ（ゼネラルマネージャー）会議、その他重要な会
議に出席し意見を述べています。また、常勤監査等委員は、営業部門ならびに管理部門の全部署の監査等委員監査を実施して、その結果につい
て監査等委員会にて共有するとともに、代表取締役社長との意見交換や取締役等からの業務執行状況の聴取等により、取締役の職務執行の適
正性及び適法性を監査しております。

（指名・報酬委員会）

指名・報酬委員会は、委員長である社外取締役の渡邊　徳人、取締役会長の唐津　敏徳、常勤監査等委員の長島　芳明、社外取締役の栗原　喜
子の４名で構成されており、取締役及び執行役員の選解任や報酬に関して、適切な助言等により、取締役会の独立性・客観性と説明責任の強化
を図っております。

（会計監査人）

当社は有限責任 あずさ監査法人と監査契約を締結しております。なお、同監査法人及び当社監査に従事する同監査法人の業務執行社員と当社

との間には特別な利害関係はありません。

（内部監査）

当社の内部監査は、内部監査部を設置して２名が担当しております。内部監査担当者は、事業の適正性を検証し、業務の有効性及び効率性を担
保することを目的として、計画に基づいて内部監査を実施し、監査結果を都度代表取締役社長、取締役会長及び常勤監査等委員へ報告するとと
もに、監査対象となった各部門に対して業務改善のための指摘を行い、改善状況について、後日フォローアップし確認しております。

（内部統制委員会）

内部統制委員会は、内部統制報告書署名者である代表取締役社長の一戸　敏、内部統制評価責任者である最高財務責任者の髙橋　真喜子、
内部統制委員会事務局２名、各業務部署からのプロセスオーナー４名、評価員２名の計10名で構成されております。内部統制委員会は、金融商
品取引法にかかる「財務報告に係る内部統制の整備・運用及び評価の基本方針書」に基づき、各業務部署から評価のためのプロセスオーナーを
選出し、評価チームを編成し、評価を実施しております。プロセスオーナーは、自部署業務のチェックを行い、内部統制委員会の評価員が評価を
実施するものとしております。

（執行役員制度）

執行役員は、専務上級執行役員の髙橋　真喜子、専務上級執行役員の矢田　敏皓、上級執行役員の松浦　直人、執行役員の松元　将潔、執行
役員の伊藤　祐、執行役員の川本　正則、執行役員の大塚　正信の７名が選任されております。当社は、経営方針、重要事項等を決定する取締
役と、その経営方針及び重要事項にもとづき執行をする執行役員の責任範囲を明確にし、経営力及び組織の機動力を向上させるため、2019年４
月より執行役員制度を導入しております。また、2022年３月取締役会の決議により、執行役員を統括する上級執行役員を選任しております。

（イノベーション会議）

イノベーション会議は、代表取締役社長、取締役会長、常勤監査等委員、専務上級執行役員、執行役員及び国内子会社取締役社長で構成されて
おります。イノベーション会議は原則として毎月１回開催し、経営に関する重要事項の協議を行っております。

（保険ＧＭ会議）

保険ＧＭ会議は、代表取締役社長、取締役会長、常勤監査等委員、専務上級執行役員及び執行役員で構成されております。保険ＧＭ会議は原
則として毎月１回開催し、営業部支店運営に関する重要事項の協議を行っております。

（リスク・コンプライアンス委員会）

当社は、コンプライアンスの徹底を図るため、リスク・コンプライアンス委員会を設置し、原則として２ヶ月に１回会議を開催しております。リスク・コン
プライアンス委員会では、法令遵守の状況や事業運営上に関係する法令等に関する業務上の問題点等に対する対応を報告、審議するとともに、
同委員会を通じて法令遵守に関して従業員への教育等を図っております。また、実効性を確保するため、同委員会で確認された問題点や課題に
ついて対処しております。なお、リスク・コンプライアンス委員会は、当社代表取締役社長の一戸　敏を委員長とし、取締役会長の唐津　敏徳、専務
上級執行役員の髙橋　真喜子、専務上級執行役員の矢田　敏皓、常勤監査等委員の長島　芳明、上級執行役員の松浦　直人、執行役員の松
元　将潔、執行役員の伊藤　祐、執行役員の川本　正則、執行役員の大塚　正信、内部監査部の千葉　明日香の11名で構成されております。



（保険リーダー会議）

保険リーダー会議は、マネージャー以上の役職者及び常勤監査等委員で構成されております。保険リーダー会議は原則として毎月１回開催し、部
支店における業務遂行上の重要事項の協議を行っております。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

　当社は、監査等委員会設置会社であり、社外取締役５名（内３名が監査等委員である社外取締役）を含む取締役７名によって構成される取締役
会と、監査等委員である社外取締役３名によって構成される監査等委員会、監査等委員を含む独立役員である社外取締役が過半数を占めている
指名・報酬委員会によるコーポレート・ガバナンス体制を構築しております。

当社は、コーポレート・ガバナンスの充実に向けて、取締役の指名・報酬などに係る取締役会の機能の独立性・客観性と説明責任を強化するた
め、取締役会の下に独立社外取締役を主要な構成員とする任意の諮問機関である指名・報酬委員会を2022年２月に設置いたしました。また、取
締役の監督機能強化及び取締役会の独立性・客観性強化の為、2022年３月に監査役会設置会社から監査等委員会設置会社へ移行いたしまし
た。

当社はコーポレート・ガバナンスにおいて、外部からの客観的かつ中立的な経営監視の機能が重要と考えておりますので、さらなる充実に向けて
施策を検討してまいります。

Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送
株主の権利・平等を確保するべく、株主総会での権利行使が適切に行使できるよう招集
通知に努めてまいります。

集中日を回避した株主総会の設定
当社は12月決算であり、定時株主総会は毎年３月に開催することから、より多くの株主が
株主総会に参加できる日程へ配慮を行う方針です。

電磁的方法による議決権の行使 上場後の検討課題として認識しております。

議決権電子行使プラットフォームへの参
加その他機関投資家の議決権行使環境
向上に向けた取組み

上場後の検討課題として認識しております。

招集通知（要約）の英文での提供 上場後の株主の状況に鑑み、検討してまいります。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有
無

ディスクロージャーポリシーの作成・公表
ディスクロージャーポリシーを制定し、当社ウェブサイト上に掲載することにつ
いて、今後検討してまいります。

個人投資家向けに定期的説明会を開催 当社は個人投資家向けに定期的に説明会を実施しております。 あり

アナリスト・機関投資家向けに定期的説
明会を開催

当社はアナリスト・機関投資家向けに定期的に説明会を実施しております。 あり

海外投資家向けに定期的説明会を開催
海外投資家向けの説明会に関しては、今後の株主構成を鑑みつつ開催を検
討してまいります。

なし

IR資料のホームページ掲載
当社ホームページ内のIRサイトに決算情報、適時開示資料等のIR情報を掲載
しております。

IRに関する部署（担当者）の設置 経営企画本部が担当しております。



３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

社内規程等によりステークホルダーの立
場の尊重について規定

「企業理念」とこれを基にした各種社内規程を制定し、当社の役職員が日常の活動におい
て遵守すべき事項を周知するとともに、ステークホルダーと健全で良好な関係を維持する
ことに努めております。

環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施
環境保全活動及びCSR活動について当社は、寄付活動等を通じて既に取り組んでおり、今
後も継続してまいります。

ステークホルダーに対する情報提供に
係る方針等の策定

当社は、ステークホルダーに対し、透明性・公平性・継続性を基本とした迅速な情報開示を
することが重要であるとの認識に基づき、当社ホームページ等を通じて適時適切に情報提
供を行っております。

Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

会社法上の内部統制システムに関する基本方針は2016年12月28日に制定し、2023年１月11日に改定をしております。また、基本方針には以下の
通り定めており、当社における職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制、その他会社の業務の適正を確保するための体
制を整備しております。

１．取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制及び損失の危険の管理に関する規程その他の体制

（１）当社は、原則として月1回開催される取締役会において、当社における重要な経営課題について意思決定を行うとともに、取締役の職務の執
行を監督する。また、常勤取締役・常勤監査等委員・上級執行役員・執行役員・国内子会社取締役社長で構成されるイノベーション会議を設置し、
経営方針、経営戦略及び経営上の重要な案件等についての検討・審議を行う。さらに、取締役の報酬や候補者の指名等については、取締役及び
独立性を有する社外役員である委員３名以上で構成される指名・報酬委員会における助言・提言を得ることで、経営の客観性・透明性を確保す
る。

（２）当社におけるコンプライアンス体制の基盤となる「リスクマネジメント・コンプライアンス規程」を定め、職務の執行に当たっては法令及び定款と
ともにこれを遵守することを徹底する。

（３）使用人を含む役職員が、職務を遂行するに当たり「リスクマネジメント・コンプライアンス規程」を遵守し、また「リスクマネジメント・コンプライアン
ス規程」に違反する行為を未然に防ぎ、是正するため、「内部通報規程」に基づく通報窓口を設ける。当該通報窓口につき、通報者の匿名性を確
保するとともに、通報を行ったことを理由とした通報者への不利益な扱いを禁ずる。

（４）定期的にコンプライアンス研修を実施し、法令、定款及び各種規程の遵守ならびに浸透を図る。遵守のための確認・監視等の体制を整備する
とともに行動規範の徹底を図り、厳正な職務の執行を確保する。

（５）適切なリスク管理を行うため、「リスクマネジメント・コンプライアンス規程」を策定し、当該規程によりリスク管理に関する方針及び体制を定め
る。

（６）当社全体の横断的なコンプライアンス体制の整備・強化及び問題点の把握に努めること、又会社全体におけるリスク管理体制の整備及び見
直し、リスク情報の集約並びに災害等の不足の事態が生じた場合の危機管理対策を目的として、リスク・コンプライアンス委員会を設置し、委員長
は代表取締役社長とする。

２．取締役の職務執行が効率的に行われることを確保するための体制

（１）事業活動に際し当社全体における意思統一を図るため、取締役会において短期、中期若しくは長期の経営計画を策定し、当該経営計画に基
づき各部門における目標及び予算等を設定する。

（２）取締役の職務の執行を迅速かつ効率的にするため、業務分掌規程及び職務権限規程等に基づき、各取締役の職務分掌権限を定め、さらに
必要に応じ職務権限を委譲する。

（３）職務執行のより一層の迅速化・効率化を図るため必要と認められる場合には、その内容が定款変更に関わる場合を除き、取締役会規則に基
づく組織機構の変更を行うことができる。

３．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

当社における取締役の職務の執行に係る情報については、法令及び社内規程に基づき、適切に保存及び管理を行い、また、必要に応じ閲覧が
可能となるようにする。

４．当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

（１）当社の子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制

当社は、子会社に対し、重要事項について当社へ報告し承認を求めさせるとともに、当社と定期的に経営管理情報、危機管理情報の共有を図り
ながら、業務執行の適正を確保する体制を整備させる。

（２）当社の子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

当社は、子会社に対し、リスク管理に関する規程等を策定させ、リスク管理体制の有効性について定期的にレビューを行う。

（３）当社の子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

当社は、子会社に対し、連結ベースにて経営計画を策定させ、当該経営計画の達成のため子会社の経営指導にあたる。

（４）当社の子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

当社は、子会社に対し、原則として取締役及び監査等委員を派遣し、当該取締役及び監査等委員が子会社における職務執行の監督・監査を行う
ことにより、子会社における取締役等及び使用人の職務執行が法令及び定款に適合するように努める。また、子会社の業務活動全般も当社の内
部監査部による内部監査の対象とする。

５．監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項

監査等委員会は、職務の実効性を高めるため常勤の監査等委員を置く。

また、監査等委員会がその職務を補助する使用人を置くことを求めた場合、監査等委員会と取締役会が協議の上、補助する使用人を置く。



６．監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性に関する事項

監査等委員会は監査等委員でない取締役から独立した組織とする。監査等委員会の職務を補助する使用人の人事異動及び人事考課について
は事前に監査等委員会の意見を聴取し、同意を得るなどの方法により、業務執行者からの独立性を確保するものとする。

７．監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

監査等委員会より監査業務に必要な命令を受けた使用人は、その命令に従い、職務を遂行し、適切な監査が行われるよう努める。

８．取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人が監査等委員会に報告するための体制

取締役及び使用人は、監査等委員会に対して、全社的に重大な影響を及ぼす事項、内部監査の実施状況、内部通報制度を利用した通報の状況
及びその内容、その他監査等委員会がその職務遂行上報告を受ける必要があると判断した事項について、速やかに報告、情報提供を行うものと
する。

また、当社の子会社の取締役及び使用人又はこれらの者から報告を受けた者も、当社の監査等委員会に対して、全社的に重大な影響を及ぼす
事項、内部監査の実施状況、内部通報制度を利用した通報の状況及びその内容、その他監査等委員会がその職務遂行上報告を受ける必要が
あると判断した事項については、速やかに報告、情報提供を行うものとする。

当社は、本項目に定める報告等が行われたことを理由として、当該報告等を行った者をいかなる意味においても不利益に取り扱わないものとす
る。

９．監査等委員である取締役の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）について生ずる費用の前払又は償還の手続その
他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項

当社は、監査等委員である取締役がその職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）上必要と認める費用について、前払又
は償還等の請求をしたときは、監査等委員である取締役の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）に必要でないと認め
られた場合を除いて、速やかに当該費用又は債務を処理するものとする。

10．その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

監査等委員である取締役は、必要に応じて、イノベーション会議等の重要な会議に出席することにより、当社の財務状態、事業の状況、法令遵守
状況等を自ら確認することができる。

11．財務報告の信頼性を確保するための体制

（１）適正な財務報告を確保するため、信頼性のある財務諸表の作成に必要となる組織の構築及び人材の確保・配置を行う。

（２）財務報告の重要な事項に虚偽記載が発生するリスクを低減させるため、権限及び職務分掌の明確化ならびに関連規程及び関連マニュアル
等の整備に取り組む。

12．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方・措置

（１）暴力、威力と詐欺的手法を駆使して経済的利益を追求する集団又は個人である反社会的勢力による被害を防止するため、「反社会的勢力に
対する基本方針」を宣言する。

（２）反社会的勢力に対しては、警察及び弁護士等の外部専門機関と連携して組織的な対応を図るものとし、平素より情報収集に努め、速やかに
対処できる体制を整備する。

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

　当社は、「反社会的勢力への対応に関する規程」、「反社会的勢力対応・調査マニュアル」及び「内部統制システムに関する基本方針」に則り、反
社会的な活動や勢力とは対決し、関係を一切持たないことを基本方針としております。

【反社会的勢力排除に向けた基本的考え方】

　当社では、市民社会の秩序や安全に脅威を与え、健全な経済・社会の発展と企業活動を妨げる反社会的勢力からの不当要求に対しては、組織
全体で対応することとする。また、保険契約をはじめとしたすべての取引等についても組織として一切の関係遮断・被害防止に努めます。

【反社会的勢力への対応に関する方針・規程等】

　「内部統制システムに関する基本方針」において、反社会的勢力との関係遮断・被害防止に関する基本的な考え方や取組方針について規定す
ると共に、この基本方針に基づく「反社会的勢力への対応に関する規程」において、反社会的勢力との関係遮断・被害防止に関する基本的な考え
方や取組方針について制定しております。また、役員・従業員の行動原則を「反社会的勢力排除に向けた基本方針」に定め、「反社会的勢力と一
切の関係を持たず、又、反社会的勢力による不当要求に応じない」という基本原則の徹底を図っております。

【反社会的勢力への対応体制】

　財務総務部を統括所管部として、日常の事業運営において、関係遮断・被害防止態勢の整備・強化を推進する。各部支店長は、反社会的勢力
からの不当要求など、何らかの接触がある場合には、財務総務部と連携の上、組織として適切な対応を行う態勢としております。反社会的勢力と
の取引が判明した場合には、適時・適切に取締役等へ報告の上、速やかに関係遮断を図る態勢を構築すると共に、反社会的勢力との関係遮断
の対応状況などについて定期的に取締役会等に報告するなど、経営層が適切に関与する態勢とします。また、平素より、反社会的勢力との関係
遮断・被害防止のため、所轄警察署、弁護士、暴力団追放運動推進センターなどの外部専門機関と緊密に連携し、反社会的勢力の排除に努め、
国及び地方公共団体が実施する暴力団排除に関する施策に協力するよう努めます。

Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明



　当社は、現在のところ買収防衛策等の導入計画はありませんが、導入計画の策定の必要が生じた際には、顧問弁護士等も交えて慎重に検討
いたします。

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

当社の企業統治は、取締役会、監査等委員会、指名・報酬委員会、内部監査部、会計監査人、内部統制委員会を中心とした実効性の高いコーポ
レート・ガバナンス体制を整備しております。当社はコーポレート・ガバナンスにおいて、外部からの客観的かつ中立的な経営監視の機能が重要と
考えておりますので、さらなる機能の充実に向けて施策を検討してまいります。



【模式図(参考資料)】 

 



【適時開示体制の概要（模式図）】 

 

 

 

 



取締役及び執行役員スキル・マトリックス

企業経営 業界知見 営業 グローバル

法務

コンプラ

イアンス

財務 会計
人事

労務

唐津　敏徳 取締役会長 男性 〇 〇 〇 〇

一戸　敏 代表取締役社長 男性 〇 〇 〇 〇 〇 〇

栗原　喜子 取締役 〇 〇 女性 〇 〇

渡邊　徳人 取締役 〇 〇 男性 〇 〇 〇 〇 〇

長島　芳明 監査等委員である取締役（常勤） 〇 〇 男性 〇 〇 〇 〇

橘内　進 監査等委員である取締役（非常勤） 〇 〇 男性 〇 〇 〇

二木　洋美 監査等委員である取締役（非常勤） 〇 〇 女性 〇 〇

髙橋 真喜子 専務上級執行役員 女性 〇 〇 〇 〇

矢田 敏皓 専務上級執行役員 男性 〇 〇 〇

松浦 直人 上級執行役員 男性 〇 〇

松元 将潔 執行役員 男性 〇 〇

伊藤 祐 執行役員 男性 〇 〇

川本 正則 執行役員 男性 〇 〇

大塚 正信 執行役員 男性 〇 〇 〇

専門性

氏名 　　　職位・地位 社外 独立 ジェンダー


